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要約 本論文は,最近5年間あまりにおける少年犯罪を教育臨床心理学の観点から研究したものである。神戸小学

生殺傷事件から始まり,黒磯女教師殺害事件,豊川主婦刺殺事件,西鉄高速バス乗っ取り事件,岡山県金属バッ

ト殴打・母親殺人事件,等を取り上げ,これらの少年が,犯罪に至るまでにどのような家庭教育や学校教育を

受けてきたのか,規範意識が育たなかった,あるいは,規範意識が弱過ぎたのは何故なのか等について考察し

た。その結果,学校が少年犯罪の『舞台』とならないようにするためには,『怨み』を聞く回路づくりができ

る教師の実践的指導力が不可欠であり,研修やスーパービジョン制度やスクールカウンセラー(臨床心理士)

や関係機関との連携が重要であることが判明した。

Keywords : 少年犯罪,舞台としての『学校』,教師の実践的指導力
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はじめに

最近5年間ほどにおける少年犯罪・非行の研究は,

「少年犯罪の凶悪化,低年齢化」と称せられてマスコ

ミで大々的に報道された数々の事件を抜きにしては述

べることができない。すなわち,「何故,凶悪事件が

低年齢化したのか?」「低年齢の凶悪事件が増加して

いるのか?」「事件を起こす少年の心理はどうなって

いるのか?精神鑑定の結果は?」等と,インターネッ

トの影響に関するものが,研究の中心となっている。

だが,これらの少年犯罪の多くが,学校という『舞

台』の上で演じられていたり,これらの犯罪少年の多

くが,学校教育への悩みや疑念を強く表明している以

上,「このような事件の防止にはどのような教育的配

慮が必要か?」等と,教育臨床の観点からの研究が一

方では重要であると思われる。例えば,神戸小学生殺

傷事件の少年は,「透明な存在であるボクを造り出し

た義務教育と,義務教育を生み出した社会への復讐も

忘れてはいない」等と,犯行声明文に書いているし,

西鉄高速バス乗っ取り事件では,少年が学校でいじめ

を受けたことが犯行動機の根底にあるとも言われてお

り,実際,この少年は当初は母校への篭城を想定して

いたとされている。それ故,これらの事件を分析し,

これらの少年が,犯罪に至るまでにどのような教育を

受けてきたのか,何か欠けていたのか,規範意識が育

だなかった,あるいは,規範意識が弱過ぎたのは何故

なのか,等を研究することが必要であると思われる。

そこで,これらの少年事件を振り返り,有識者によ

る当時のコメントを手がかりとしながら考察すること

にしたいが,その前に,19 9 7年以降の主な少年事

件を概観すると次のようになる。

1997年5月 神戸で中3少年(14歳)が児童を殺傷。

1998年1月 栃木県の中学校で中1少年(13歳)が女

性教師をナイフで殺害。

1999年5月 神奈川県の会社員宅で中2少年(13歳)

が母親を包丁で殺害。

2000年4月 名古屋市で少年(15歳)が同級生から約

5000万円を恐喝。

5月 愛知県豊川市で高3少年(17歳)が主婦

を殺害。

5月 西鉄高速バスを乗っ取った佐賀県の無職

の少年(17歳)が乗客の主婦を殺害。

6月 岡山県の高3少年(17歳)が野球部の後

輩4人を金属バットで殴打。その後,自

宅で母親を殺害し自転車で逃亡。

8月 大分県の高1少年(15歳)がサバイバル

ナイフで隣家6人を殺傷。

2001年4月 改正少年法が施行。

2003年7月 長崎市で中1少年(12歳)が4歳男児を

大型電器店で誘拐し,4キロ離れた駐車

場ビルの屋上から突き落として殺害。

2004年6月 佐世保市の小6女児(11歳)が同級生女

児をカッターナイフで殺害。
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そこで、ますは、精神鑑定が実施された不可解な少

年事件を中心にして研究内容をながめてみることにし

よう。

2。主な少年事件に関する研究

(1)神戸小学生殺傷事件

事件の概要について,佐木(1997)は,「神戸市須

磨区で小学6年の男児を殺害した犯人は,地元の新聞

社へ送った<犯行声明>に,r殺しをしている時だけ

は日頃の憎悪から解放され,安らぎを得ることができ

る。人の痛みのみがボクの痛みを和らげることができ

る』『透明な存在であるボクを造り出した義務教育と

義務教育を生み出した社会への復讐も忘れてはいけな

い』と書いている。そうして1ヶ月後に逮捕されたの

は,中学3年で14歳の少年で,同年3月中甸に須磨

区で発生した<通り魔事件>でも,小学4年で10歳

の女児を殺害し,小学3年で9歳の女児に重傷を負わ

せていた。この禍禍しい事件は,日本の凶悪犯罪史上

において,犯行者の低年齢化という意味で,エポック

メーキングな出来事といえる。殺害後に頭部を切断さ

れた男児が,知的障害者であったことからも,事件の

深刻さを思わないわけにはいかない。遺体の頭部は,

犯人の少年が在学する中学校の正門に晒されて,『酒

鬼薔薇聖斗』のメッセージを口に街えさせられ,『汚

い野菜共には血の制裁を』と書かれていた」等と説明

し,「わたしは予てより,『犯罪は社会の病気』と受け

止めている。このような事件がなぜ起きたのか,徹底

的に解明することにより,病理と向かい合うしかない

のである」等と,提言している。

これに対して,小田(1997)は,『快楽殺人』とい

う観点から生物学的問題を指摘し,「この事件は,被

害者の遺体発見当初から快楽殺人であることが明白で

さらに現場の状況から判断し,後の犯行声明で裏づけ

られたところでは犯行はじつにオカルティックな様相

を帯びていた」「猫を殺したのは動物性愛の裏返しで

ある。すでにこのとき少年は快感を得て,性的興奮が

少年のなかに条件づけられていたかもしれない。被害

者となった少年を攻撃したのは小児性愛,それも同性

愛的小児性愛と,さらに加虐性愛の傾向がみられる。

衝動が幼女に向かった幼児性愛,そして,少年殺害に

至っては死体愛,死体加虐愛へと段階を追って変化し

ている。一つ一つの欲動の間に,仕切りがついていな

い。本来,大脳皮質が働くことによって欲動か仕切ら

れるのだが,大脳皮質がそれをコントロールできすに

こういった行動を重ねてしまうのである」と考察し,

「90年代を迎えるころから,私たち犯罪学者は,

19 9 0年代の社会について次のような予測を立てて

いた」と補足し,①快楽殺人などの異常な犯罪の増加

②カルトおよびオカルティズムをめぐる犯罪の増加,

③社会全体の抑制力が低下することによって起きる犯

罪,とりわけ少年犯罪の増加,④社会の情報化,コン

ピューター社会の到来に基づいた犯罪の増加,⑤女性

の権利の増大・伸長,男女関係の変化,社会の中の女

性の役割の変化と,母親らしさの低下に基づく女性犯

罪の増加,を推測している。

町m (1998)は,「精神鑑定の結果によると,く酒

鬼薔薇>少年は,『行為障害』,それに『性的サディズ

ム』の精神障害が加わったものとされました。この鑑

定は妥当なものだ」と述ぺ,「注意欠陥/多動性障害」

を追加している。

一方,福島(1997)は,「行為障害,青年期発症型

重症」と診断し,『喪と殺人』という視点から,「普通

の時間,『死』というものは日常性の背後に隠されて

いる。『生』と『死』との間は厚い壁によって隔てら

れていて,その間の交通は絶対にないかのように意識

して,人は毎日の生活を送っている。しかし,近親者

の死は,否応なしに,その壁には『穴』が開いている

ことに気づかせる。人は生の世界から死の世界に移行

し,もう戻ってこない。この事実は子供にとっても大

人にとっても衝撃的な発見であろう」等と考察してい

る。

また,官台(1997)は,少年が『寄生獣』という漫

画を愛読していたことをヒントに,「考えてみれば,

酒鬼薔薇聖斗には『バモイドオキ神』がいる。これは

やはり酒鬼薔薇を支配しているわけではない。彼は自

分の意思で聖なる儀式アングリをやる。あるいは,ア

ングリで神名をもらうために,自分の意思で犯罪行為

をする。それは自分の意思ではあるけれど,同時に神

に捧げられたものだ」「人間が,弱い存在である人間

が,自分に対して,さまざまな攻撃を仕掛けてくる環

境,自分の行動をさまざまに妨害し,あるいは,ノイ

ズ(雑音)に満ち満ちた環境から身を守るためには,

それはきわめて重要な知慧じゃないかと」「ひるがえっ

てみると,14歳程度の年若い少年が,これほど強力

な防衛スーツ,自己防衛ツールを発動したということ

は,諸情報を総合すると,それは特に母親のコミュニ

ケーションが原因であったように推測できますが,はっ

きりしたことは言えない」等と考察している。

また,高山(1998)は,祖母の死後に少年が奇怪な

友人(『エグリちゃん』という身長30~40センチの

小さな女の子で,脳がはみ出し目はつぶれていて醜く

空腹をおぼえると自分の腕を食べる)と,奇怪な動物

(『ガルボス』といい,凶暴性を操る存在)を想像世界

の中でつくりあげていたり,夢の中で『バモイドオキ

神』(光の塊のようなもの)を見たことや,少年の作

文『まかいの大ま王』『お母さんなしで生きてきた犬』

『懲役13年』や,少年が精神鑑定などの中で描いた

課題画(落雷にまっぷたつに引き裂かれた樹木画と,
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殺害を終え首を切り落とした直後の自画像)等を分析

し,母親による虐待を大きな要因として指摘し,「彼

が淳君を描いた絵は本当に清らかなんです」「頭部を

切り落としたあと,彼は血を飲んだ。『僕の血は汚れ

ているので,純粋な子供の血を飲めば清められると思っ

た』と,その理由を語った。あの子は淳君を殺したと

き,自分も殺されていると思っていた。イメージとし

ては無理心中にかぎりなく近い行為ではなかったかと

思うことがあります」等と考察している。

なお,村瀬(1999)は,イニシエーションという観

点から,「神戸の小学生連続殺傷事件で,彼は4つの

ことをやりました。 1つ目は,自分に名前を付ける。

酒鬼薔薇聖斗という名前を付けました。 2つ目は,お

ばあさんの死,あるいは,猫を殺して死に目覚めると

いう行為をしています。 3つ目は,猫を殺して性的に

興奮するということが伝えられました,そして最後に

守護神をつくりました。バモイドオキ神です。これは

一見すると,一般には考えられないお話かもしれませ

んが,実は境界を意識した人間はこういうことをする

んです」等と考察している。

なお,イニシエーションに関して岩宮(2000)は,

『学校という異界』という観点から,「現代社会ではイ

ニシエーションの制度は消滅していると述べたが,こ

の役割を果たすものを現代の日本で考えてみると,学

校が最も近い。子どもたちの間で起こっている昔では

考えられないほどの残虐性をもつ常軌を逸したいじめ

も,歪んだ形で出てきた異界での試練と考えられない

だろうか」等と,学校教育のあり方について考察して

いる。

さて,少年のその後の経過については草薙(2004)

が,「入院して3年が経った頃,Aはようやく人の感

情を汲み取れるようになってきた」「Aの性的嗜好は

まるで今までのことが嘘のように変化していった。年

頃の男の子が持つ女性への興味が,Aにもみられるよ

うになったのだ」等と報告し,医療少年院での矯正教

育の効果について検証している。

(2)黒磯女教師殺害事件

事件の概要について,玉井正明・玉井康之(2002)

は,「事件を起こした少年は,2時眼目終了後,気分

が悪いと言って同級生3人と保健室に入った。養護教

諭は,3時限目のチャイムも鳴り,体温の計測でも異

常がなかったので,教室に戻るように促した。少年と

もう一人の同級生は,すぐに教室に戻らす,トイレに

寄って雑談したために10分ほど授業に遅れた。その

ため教諭から,『トイレにそんなに時間はかからない

でしよ』と注意を受けた。授業が終わった後,教諭は

少年と友人を教室前の廊下に呼び出し,再度,注意を

したが反抗的な態度を崩さなかった。『先生,なにか

ー

悪いこと言った』と問いかける教諭に,少年は『うる

せえーな』と言いながら,制服のポケットから刃体

10cmのバタアライナイフを取り出し,教諭の首筋

に当てた。しかし,教諭がひるむ様子を見せなかった

ので少年は教諭の左胸を刺した。さらに,うつ伏せに

倒れている教諭を蹴り,ナイフの柄を持ち替えてなお

も刺した。少年は他の教師が駆けつけて止めに入るま

で,動かなくなった教諭を内臓が破裂するほど踏みつ

けていた。教諭は,胸部など7か所の障害を受け,約

1時間後に黒磯市の病院で死亡した。ナイフが肺から

心臓に達し,失血死したものである」と説明し,「こ

の少年が授業に遅れたのを女性教諭(当時26歳)が

見過ごせば悲劇は起きなかった。しかし,生徒のこと

を常に心配し,指導に熱心な教諭はこれを見過ごすこ

とはできなかった」と感想を述べた後,少年がキレる

に至った理由として,①ストレスの蓄積(膝の病気の

ために好きなスポーツができなかった),②少年の性

格(感情を適切に制御できない),③テレビゲームの

影響(ナイアで相手を倒す決闘ゲームに熱中していた)

④授業に遅刻したことを再度指導されたこと,⑤ナ

イフを突き出したが教諭がひるまなかったこと,

⑥少年に対する家庭での抑圧(少年の家庭では,親

によく殴られ,有無を言わせない厳しいしつけが見ら

れた),を指摘している。

山崎(1998)は,「著通の子がキレなければいけな

いいまの学校に問題がある」と指摘し,『ナイフをち

らっかせても同教諭が動じなかったので刺した』とい

う供述を取り上げ,「少年はつまり,このとき自分が

振る舞おうとまるで動じないものをそこに見たのだ。

そしてそれは学校にいるとき,少年が著段から感じて

いた恐怖だった。だからかれは護身用にナイフを所持

していたのである」「自分がぶ厚い壁にいとも簡単に

弾き返されたような恐怖を味わった。そのため少年は

とっさに,目前の壁に穴を開けようと教師を刺したの

だ。」「殺さないと自分が崩壊する。そうした危機に直

面したときだけ,ひとは他人を殺傷するのだ」等と考

察している。

一方,竹内(2000)は,本事件が翌朝の朝日新聞で

「『普通の子』キレて犯行」という見出しで報道された

ことに対して,少年が,「テストが不安」で6月から

7月にかけて数日欠席しており,5回も家庭訪問をし

た教師から「がんばれ」と言われたことや,3学期に

は,学校でたびたび「嘔吐」していたことを指摘し

「かれのからだは『キレる』という臨界点に達してい

たといってよい。もちろん教師を刺殺するとはだれも

予測できなかったにしても,学校側はがれがトラブル

を抱かえていたことは知っていた。いやそれだけでな

く,学校はかれを『普通の子』にしようとしていた」

「この少年にとっては,『普通の子』に逆戻りさせられ

るということは,これまで以上の恐怖と不安の中に追
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い込まれることであったのではないか」等と,考察し

ている。そして,このような『権力的・暴力的なもの』

に対する『恐れと不安』から子どものからだとこころ

を解放するために,『真正の政治教育』が必要である

ことを指摘し,学校協議会に子どもたちの政治参加を

認めることなどを提言している。

横湯(2002)は,この事件の経過を8つの過程に分

解し,「危機はどこに潜んでいたか」「危機をはすすと

は」等の観点から分析し,「先生の言葉が母親のそれ

に何とにていることか」「少年は,夜は母親と寝てい

たというが,一時的,部分的に退行・赤ちゃん返りを

していた」と指摘した上で,「このような心理的状態

にある子どもにとって,保健室から教室までの距離は

大人や教師が推察する以上に『遠い』のである。しか

も,彼はトイレで吐いてもいたと言う」「彼は2回注

意され,公衆の面前で廊下に呼び出される。学校にお

ける廊下は公道である。おさまりかけた『ぶっ殺して

やる』の感情を再び刺激したのではないか」「この

『ぶっ殺してやる』の言葉は,一見,悪的な言葉に聞

こえるが,無意識的にせよそれを口にすることで,気

持ちのコントロールや昇華に役立つこともあるのだと

いうことを知っておきたい。この辺をどのように感知

するのか,専門性が問われるところである」「思春期

の少年の羞恥心や未熟な自尊心への配慮があったなら

と残念である。彼の嘔吐が心因性のものであったなら,

なおさらである。そのような配慮があれば,トイレの

遅れの責めもなかったであろう。日本人にはトイレや

お手洗いに対する『恥』の文化がある。先生もかつて

は女性特有のデリカシーがあったはすである。いつの

まにか,少年の心と『恥』の文化に無頓着になってし

まったのだろうか,それが痛々しい」「一呼吸の『間』

の余裕が,生命を救う『あんた,なにやってるの?』

になるのではないか。言葉は色である。誠実色にも祈

り色にも理解色にもなる。そのような言葉。そのよう

な響き。そのような色のトータルが,荒立った気持ち

や心を和ませ落ち着かせる」と考察している。

O)豊川主婦刺殺事件

事件の概要について,玉井正明・玉井康之(2002)

は,「愛知県豊川市,筒井弘さん方で妻(当時65歳)

が血だらけで倒れているのを,帰宅した筒井さんが見

つけ110番通報した。妻は金づちで殴打された上,

包丁で首などを刺されて死亡した。その直前,少年が

家から飛び出してきたのを夫が目撃し,格闘したが首

などを切られ軽傷を負った。少年は近くの高校の制服

であるブレザーを着ていた。『明るく活発,まじめで

成績優秀』と近所でも評判のよい高校生が起こした殺

人事件に新たな衝撃が広がった。『成績のよい子』が

必すしも『いい子』とは限らないことを実証した事件

である。殺人容疑で逮捕された高校3年の少年(同

17歳)は,主婦を金づちで数十回殴り,著しむ声が

大きいので包丁で四十数か所も刺すという異様な方法

で殺害した。『人を殺す経験をしてみたかった』と供

述しており,明確な動機の見えない殺人である。被害

者宅に侵入したのはまったくの偶然で,『たまたま通

りかかった家の玄関が少し空いていたから』で,『若

い未来のある人はいけないと思い,表札の名前を見て

年寄りだと思った』と話している。最寄りの駅まで逃

走した後,公衆トイレで一夜を明かし,翌日,交番に

一人で自首した。自首の理由について,『寒くて疲れ

た』と話し,反省の言葉はなく動揺の様子もみられな

かった」と説明し,少年が,1歳半の時に中学教師

の父親が離婚し,その後,父方祖父母と4人で暮らし

ており,祖母を「お母さん」と呼んで育っており,祖

父も元教師であった等の家庭状況を報告している。

そして,本事件の動機と背景について,①殺人願望

とこだわり傾向(少年はかねてから人の死に関心があ

り,『不老不死薬』の開発を考えていたが,成功の見

込みがなく,殺人を選んだ),②神戸児童連続殺傷事

件との共通性,③自己実現を求めた動機なき殺人(祖

父母の呪縛を解くための反抗が外部の老人に向けられ

た),④少年の明るい性格は,敵意を抑圧して『いい

子』を演じてきたことのあらわれ(反動形成),⑤挫

折感(学力の片寄りのために第1志望の高校に入れす

大学入試も同じ轍を踏むことが予想されたことで,強

い挫折感にさいなまれていた),⑥事件の数日前に,

高校のテニス部を退部し,心に空白が生じたこと(少

年は部活に打ち込むことでパターン化した行動様式を

持っていた),等と考察している。

町渾(2000)は,少年の生い立ちを分析して,『復

讐』という視点で事件をとらえ,「父親や祖父に対し

て,怒りが爆発したのです。では,なぜ殺人という暴

力が何のゆかりもない他者に向かい,肝心の父や祖父

に向かわなかったのでしょうか? 父や祖父を殺して

しまえば,父や祖父は少年のことで恥や汚名を負うこ

ともなく,苦労することもありません。死んでしまっ

たら,それで『終わり』です。それでは,少年の心は

満足できないのです。父や祖父は,少年が他著を殺す

ことで,『この家の子がこんな悪いことをした』とい

う『最大の屈辱』を受けることになるのです。事件の

背景には,少年の父と祖父への復讐の思いがありまし

た。同様に,いかなる理由があれ自分を見棄ててしまっ

た生母への『復讐』の思いもまた,少年の内部で渦巻

いていたに違いありません」等と考察している。

小此木(2000)は,小年が精神鑑定で『純粋殺人』

と診断されたことについて,「つまりそれは,殺人を

したいから殺してみたかった。あるいは,人を刺すと

どんなふうになるかを知りたかったための殺人だとい

う意味である」と解説し,「人が肉体を持ち,刺せば
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血が出たり,痛みにもがき,著しんだりするというの

はごく自然の現実なのだが,そうした現実をいまの日

本社会の日常の暮らしの中で実際に体験することはむ

すかしい。実際には誰もが肉食しているにもかかわら

す,にわとりや牛や豚と直接触れ合う暮らしは,なく

なってしまった」等と,人工環境の中に引きこもって

暮らすわれわれの日常生活を指摘し,「いま,自然を

失った人工環境の中で生まれ育った若者たちに,自然

と身体の直接の出会いを希求する気持ちがひそかに高

まっている。その最も深刻な体験は,『手首切り症候

群』だ。『私,手首を切って出血させて,傷の痛みを

いつもいつも我慢していると,自分が生きているとい

う実感を持つことができるんです。どこの生活にもそ

ういう実感を持てるような体験がなくて』と言う。彼

女の左手首には,命の証しのように,いつもしっかり

純白の包帯が巻かれている」「現代社会の少年たちの

心の中に突如あらわれる激しい攻撃性,人を殺してみ

たいといった衝動は,何やら,生き物の肉を食べない

と元気を失ってしまう野生動物が,突然,拘禁動物化

した人間の心の中にたちあらわれるかのようだ。いま

のわれわれは,この動物園の拘禁動物と似たような暮

らしをする身の土である。そして,自然との闘いの中

で得られる身体的な自然感覚があまりにも希薄になっ

た」等と考察している。

ところで,少年の精神鑑定の結果は,「執着心と共

感性の不足を特徴とする高機能広汎性発達障害(アス

ペルガー症候群)」として報道されたため,発達障害

への偏見や差別を危惧した門(2001)は,朝日新聞の

『論壇』で,「ここで確認しておきたいことは,アスペ

ルガー症候群の人の大部分が犯罪とは無縁だというこ

とである。それは,健常者の大部分が犯罪とは無縁で

あるのと同様である。むしろ,アスペルガー症候群の

子どもは,学校でいじめの標的にされやすく,加害者

よりも被害者になることの方が圧倒的に多い。いじめ

られて情緒不安定になり,その結果攻撃的になること

はありうる。しかし,適切な教育と支援があれば,対

人関係やコミュニケーションの面で力をつけていくこ

とができ,充実した生活を送り,高等教育を受け,就

職し,友人をつくることもできる。そのためには,家

族や教師をはじめ周囲の人たちがアスペルガー症候群

について正しく理解することがます必要となる」と述

べると同時に,児童青年精神科医の養成に厚生労働省

や文部科学省が力を入れるように提言している。

(4)西鉄高速バス乗っ取り事件

事件の概要について,玉井正明・玉井康之(2002)

は,「西鉄高速バス乗っ取り事件はゴールデンウィー

クの最中(豊川市主婦刺殺事件の2日後)に起きた。

九州自動車道・太宰府インターチェンジ手前で,刃物

をもった少年(当時17歳)が,乗客と運転手計22

人乗りの佐賀発福岡行きくわかくす号>を乗っ取った。

バスは中国自動車道を経て山口圏内で山陽自動車道に

入り,少年はこの間に,女性3人を死傷させたほか,

乗客3人が脱出する際などに負傷した。少年は事件当

日の午前9時ごろ,父親と入院中の病院を出て同9時

50分ごろ帰宅し,昼前に弁当を持って自転車で家を

出た。バスの発車は,午後O時56分で,凶器の肉切

り包丁は乗車前に購入した。全長約40センチメート

ル刃渡り30センチメートルにおよぶ大型で高価なも

の(1万4 0 0 0円)である。少年はバスを乗っ取っ

た後『言うことを聞かないと殺す』と脅して人質の乗

客を後方に移動させた。しかし,眠っていて事態に気

付くのが遅れた東京都の女性(同34歳)に『ふてく

されていますね』と言いながら首や背中を刺して重傷

を負わせた。同2時45分ごろ,女性の乗客がトイレ

を理由にバスを脱出したことに激高し,佐賀市の女性

(同50歳)の首や両手首を数回にわたって剌した。

約50分後,中国自動車道小郡インターチェンジ(山

口県)付近を走行中,女性の乗客が左側の窓から脱出

すると,少年は開いた窓近くの座席にいた塚本達子

(同68歳)に近づき『ここに誰かいただろう』と叫

び,首などを刺した。中国自動車道下松サービスエリ

ア(山口県)にさしかかった同4時20分ごろスピー

ドを落としたバスの左最後部の窓から男性客が飛び降

りたため,少年が再び激高,倒れていた塚本達子さん

の首などを何度も刺して殺害した。後の2人はいすれ

もほかの乗客が脱出したため『見せしめだ』『連帯責

任だ』などといって切りつけられた。男性客が途中で

解放された後,最後までバスに乗ったのは,一人旅の

女児(同6歳)を含む女性9人と運転手であった」と

説明し,少年の生い立ちについて,「高校受験が押しっ

た2月18日,同級生に校舎2階の非常階段から『飛

んでみろ』と言われてためらっていた。しかし,取り

上げられた筆箱を『返してほしかったら飛べ』と催促

されて実行した。少年は,着地時に足を滑らし,腰椎

損傷という大怪我で2週間ほど入院した。高校の入学

試験は病室で受け卒業式にも出席できなかった。入学

した私立には,9日間だけの登校で5月末に自主退学

し大検で進学を目指していた。高校に行かなくなって

から事件を起こすまでの約2年間は,自室に引きこも

り昼夜逆転の生活をしていた。よく飼い大を叩き家庭

内暴力がエスカレートしていった。父親には名古屋・

大阪などへの日帰りドライブを頻繁に強要した。両親

は少年の希望もあり,なにかの弾みになればと思い,

パソコンを買い与えた。以後,2月末ごろからは鍵を

かけて,自室に閉じこもりメール,インターネットに

熱中し,言動等から危険を感じるようになった」等と

補足し,事件の動機と背景について,①心に深い傷を

負った体験を無意識に繰り返そうとした「反復強迫」,

-263 -



生島:最近の少年犯罪に関する教育臨床的研究

②インターネットを通じて,反社会性の徴候を増幅さ

せたこと(ネットの通信販売でナイフを購入,同世代

の少年が起こした凶悪事件に強い関心をいだいた,他),

③豊川市主婦刺殺事件に触発された,④挫折感(志望

校には入学できす中退して部屋に引きこもる),⑤学

校で「いじめ」を受けたことが事件の動機の根底にあ

る(当初は母校への篭城を想定しており,「校舎の1

階から各教室で生徒を刺し3階の教室に立てこもって

注目を浴びたら,飛び降りて死ぬつもりであった」と

話している),⑥存在感のアピール(「派手なことをし

て社会に自分をアピールしたかった」)⑦不満のター

ゲットが学校から親に向けられた(両親によって入院

させられた少年は,事件後に『親に裏切られた』と供

述している)」等と考察している。

町渾(2000)は,「彼らはもはや自分のレゾン・デー

トル(存在価値)がまったくなくなったと感じた時ブ

ラック・ヒーローヘの道を踏み出します。どうせ,

『表の世界』では輝かしい人生なんか得られない。な

らば,犯罪的な世界,暗い闇の世界で皆があっと驚く

ような事件を起こし,日本中が注目するブラック・ヒー

ローになってやろうという傾向が若者たちにあり,実

際それが事件として表面化しているのです。彼らが殺

人を犯す理由の根っ子に,歪んだ自己愛と自尊心が横

だわっていることを見過ごしにすることはできません」

「彼ら孤立した犯罪予備軍の人たちは,人間を『モノ

化』して見ます。それは動物虐待,動物殺しにつながっ

ていきます。多くの少年犯罪の殺害者たちは,人を殺

す前に,先行してペットを殺しています。酒鬼薔薇聖

斗,京都小学生殺害事件の『てるくはのる』の青年,

大分の一家虐殺の少年も,ペット殺しが先行していま

す」等と考察し,『ブラック・ヒーロー』が伝染して

いく根拠として,「N o 5.京都で大根が切られ,沼

津で淫売女が切られそして!! 豊川で老いぼれ女郎が

切られ殺されたとか。すばらしい!! しかも僕と同い

歳の17歳とか…? よい風潮だ。 40ケ所も女郎を

刺した時の快感どうだった!? 真面目に生きるよりは

るかにいいだろう!? 僕も今日実行する。これはわが

計画をぶち壊した復讐だ!! 2 0,21ぐらいの女が

いい,強姦した後,首しめて殺す,理想だ!! 2つの

快感を味わえる」等の同少年の日記や,『キャットキ

ラー』や『ネオむぎ茶』と名乗っての発信内容や,

「福岡に『こどもの王国』を作り,自分はその王様に

なる」という妄言,等を分析している。

月崎(2001)は,両親の手記を分析し,「親が少年

を心配し,先回りをし,何かを決めてしまう様子が感

じられる」等と,親の過干渉を問題にしている。

藤井(2000)は,少年の家が,『次郎物語』を書い

た下村湖人がしばらく暮らした家から徒歩3分のとこ

ろにあり,元は古くからの料亭であり,加害者宅の周

辺住民が,家から少年の妹の悲鳴がするのを聞いたり

少年が飼っている犬を蹴り上げたりしている姿を目撃

していたこと等を報告し,学校で起こったいじめを非

難する母親と学校側の言い分の食い違いについて考察

している。

小此木(2000)は,「実は,この少年たちの主観的

な思い込みの背景には,多くの場合,『インターネッ

トへの引きこもり』がある。バスジャックの少年は,

インターネットのチャット(おしゃべり)の中での喧

嘩や争いによって発揮していた破壊性を,現実の世界

の中で発揮してしまった。この現実と仮装現実の境界

の破綻が,あの事件の心理的なメカニズムである」等

と考察し,インターネットの魅力として,①匿名で

別人格になれる,②「全知全能な自分」を感じられる,

③自分の気持ちを純粋に相手に伝えられる,④特定の

人と,親密な一体感がもてる,⑤イヤになったら,い

つでもやめられる,等をあげ,この魅力のために,イ

ンターネット依存症-インターネット狂-になる危険

を指摘し,「遊び」が「狂」に変わるプロセスを分析

している。

(5)岡山県金属バット殴打・母親殺人事件

事件の概要について,玉井正明・玉井康之(2002)

は,「バット殴打事件の契機になったのは丸刈りをめ

ぐるトラブルである。夏の甲子園大会を間近にした6

月中甸,練習試合で3年の主力チームが大敗し『3年

は丸刈りにして気合をいれよう』との声があがった。

事件を起こした3年生は後輩の2年生から『先輩はし

ないのか』と迫られ『いやだ』とやりかえしていた。

事件の直前に2年生部員から殴打され,からかいを受

けたこの少年は悔しさを懸命に耐えようとしていた。

その後,2年生の部員が1年生部員に丸刈りを迫って

いるところを見て突然,金属バットで凶行に及んだ。

2年生3人と1年生1人が殴られ,そのうちの1人は

頭蓋骨骨折の重傷,他の3人は背中や腕に軽いけがを

負った。自宅に戻った少年は,このことで母親に迷惑

がかかることを恐れ,自宅の居間で横になってテレビ

を見ていた母親(同42歳)の頭部を無言のまま金属

バットで十数回殴って殺害し,血染めユニホームを着

替えて自転車で逃走した。逃避行は,ゲームがぎっし

り詰まったリュックを自転車に積み,修学旅行で行っ

たことのある北海道最北端の宗谷岬を目指していた」

と説明し,事件の動機と背景について,『仕返し』と

いう観点から,「事件は仕返しとして起こった。少年

は後輩から受けてきたとされる『からかい』について

『自分の存在を否定されるようなことをされてきた』

と供述している。以前から後輩にボールの投げ方や走

塁を茶化され,プロレスや柔道の技をかけられた。少

年がランニング中に後輩部員が前に立ち塞がり,足を

払い抑え込んだ。彼は文句一つ言わす,もがいて抜け
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出すだけであった。女子生徒らの前でズボンをすり降

ろされたこともある」等と分析している。だが,一方

で,犯行の約1か月前に少年が書いた短い小説『闇の

狩人』(主人公が,寝ている3人の少年に金属の棒を

3回振り下ろし殺害するというストーリー)や創作文

(「僕は,今,もう一人の僕に犯されている。本当の僕

を取り返さなければならない」と書き,狩る対象とし

て,母親の名といじめていた2年生部員を挙げている),

そして,逃走中の日記(母親を呼び捨てにして『狩っ

た』と記していること)を分析し,「母親は感情の起

伏が激しく,子どもにうるさく言うタイプで,少年は

そんな母親にまったく反抗しなかった。母親は『あの

子も習っている』『あなたも人より秀でるなにかを身

に付けなさい』と言ってソフトボールクラブに入れた

り詩吟やピアノまで習わせたと言われる」等と述べ,

母親への憎悪や葛藤が殺害の動機とする見方も提示し

ている。そして最後に,「この事件は学校側が適切な

対処をとっていれば,本来起こり得なかった」と結び,

学校からの110番通報の遅れ(過失)を指摘してい

る。

町渾(2000)は,「この事件の少年は,1学年下の

生徒にいじめを受けていました。学年が1年違うとい

うのは,この年代の少年にとっては大変な違いです。

『頭を坊主刈りにしろ!』下級生の言葉についに少年

はキレてしまいました。下級生は実際には死んでいな

かったのですが,少年は殺してしまったと思い込んで

しまいました。『殺人』という事実を母親が知ったら

どれほど嘆き悲しむか,その姿を見たくない。少年は

母親がそれを知る前に殺そうと考えたのです。自分の

惨めな姿を母親に見せてはかわいそうだという,思春

期特有の心理状態でおきた『母親思い』の殺人だった

のです。そういう意味では,神戸連続児童殺傷事件の

酒鬼薔薇聖斗以来,凶悪事件で決まって少年たちが口

にする言葉,『殺してみたかった』というのとは少し

違っています。ただ,死を軽く考えているという点で

は,同じように深刻な問題を孕んでいます。生と死の

境界が曖昧で,彼らの中では生も死も漠然としたイメー

ジしか喚起しない抽象的世界なのです」等と考察して

いる。

姜(2000)は,日本社会が過剰同調社会であるとい

う観点から,「過剰同調の果てに『私』という自己が

発揮し,もうこれ以上同調の内圧に耐えられなくなっ

たとき,真の意味での他者との対話を欠いている自己

は,妄想上のグロテスクなもうひとりの自己を発見し

反転して凶行へと『切れて』しまったのではないか」

等と考察している。

(O大分県一家6人殺傷事件

事件の概要について,玉井正明・玉井康之(2002)

は,「大分県野津町で発生した高校1年生(当時15

歳)による一家6人殺傷事件は,少年凶悪事件もとう

とう農村にまできたかと思わせる凄まじいものであっ

た。事件が起きたのは,静かな田園地帯の小さな25

世帯集落で,お互いが家族ぐるみでつきあいをし,助

け合う地縁社会である。特に少年宅と被害者宅は日常

釣りや散歩などもともにする祀懇の間であった。見す

知らすの人の殺傷事件と違って,その衝撃はことのほ

か大きい。少年は,岩崎萬正さん(同65歳)宅の倉

庫に隠れて家族全員が寝入るのを待った。自分の時計

で家人が寝静まったと思われる午前2時を確認し,母

屋裏のふろ場の窓ガラスを金づちで割って侵入した。

『弱いものから殺そう』と考え,最初に,離れ2階の

子ども部屋に直行し,刃渡り11.3センチメートルの

サバイバルナイフで,中学2年の孫(同13歳)を刺

殺した。少年とこの孫とは,中学時代のバスケット部

の後輩で,日ごろは,野球やテレビゲームで遊び,仲

のいい友達であった。そのため,被害者宅の家の間取

りや寝室の位置を熟知していた。その後,物音に気付

いて起きてきて家族を次々に刺し,岩崎さんの妻(同

66歳),会社員の長女(同41歳)は,胸や背中な

どをめった刺しにされ3人が死亡,ほぼ即死状態であっ

た。岩崎さんは重体,小学5年男(同11歳),高校

2年女(同16歳)は重傷であった」と説明し,本事

件の動機と背景について,①自分に都合の悪い情報の

発生源を断とうとしたこと(証拠隠滅),②異性が身

に付けていた物に性欲を感じるアエティシズムの徴候,

③全国各地で多発している少年凶悪犯罪の影響(少年

は新聞配達をしていた),④ホラー(恐怖)ビデオの

影響と動物虐待,⑤家庭において十分な愛情を受けて

いなかったこと,⑥対人関係の貧しさ」等と考察し,

少年の精神鑑定の結果について,「重度の小児期発症

型行為障害」と説明している。なお③に関連する事と

して,少年は「我が名はBLACK CAT。字を見

ろ」と指示し,「ヘンタイ」「スケベ」などの言葉を使っ

て,殺害した中2男子を中傷していたこと等が報道さ

れている。

町澤(2000)は,「この事件は,少年が風呂場をの

ぞいたことを注意され,被害者一家に恨みを持ったと

されています。以前にものぞき見があり,被害者の家

族から無視され,誰も少年に挨拶してくれなかったと

いう経緯もありました。一番仲のよかった年下の男の

子ですら挨拶してくれなくなったため,彼は強い恨み

を持ちました。彼は実際にのぞきをやっていたからこ

そ,一層傷ついていたようです。この事件の少年も人

間関係を築く能力が低く,年下の子としか遊ぶことが

できませんでした。そして,さらに重要なのは,この

15歳の少年が,被害者一家の2歳年上の女の子に恋

愛感情を持っていたことです。彼はその気持ちを打ち

明けましたがっれなく拒否されてしまいます。彼はも

-265-



生島:最近の少年犯罪に関する教育臨床的研究

ともと職業学校志望でしたが,あえて彼女のいる普通

科の高校を選んでいるのです。勉強に身が入らなくな

り,ピアスや髪の毛を染めることによって非行化への

傾向を強めていきました。また先輩に生意気だと暴力

を受けています。そしてこの学校をやめようとすら相

談していました。このように,高校2年生の女の子に

フラれ,まっとうに高校生活が送れないほどに落ち込

み,それがやがて風呂場ののぞき見という形になりま

した。そして,被害者の親から彼の親にそのことが伝

えられ,叱られることによって怒りが我慢できないも

のに変わっていったと思われます」等と考察している。

なお,中日新聞の社説(2000)では,少年が被害者

の一人である66歳の女性には特になつき,「おばあ

ちゃん」と言っていたこと,そして,少年がピアスを

着けたことに「おばあちゃん」が厳しく注意し,少年

が反発したエピソードを取り上げ,「学校や家庭,地

域社会など大人の支配領域の習慣や生活環境が,子ど

もの発達との整合性を失っているのではないか」等と

指摘している。

3。少年犯罪から見えてくる研究課題

さて,枚数の制限のため,主な少年事件の紹介は終

わり,長崎男児殺害事件(福島章ほか, 1997)や佐世

保小6同級生殺害事件,そして,5000万円恐喝事

件などは次の機会にまわすこととし,次に,これらの

事件について教育臨床の観点からます課題を整理して

みることにしたい。

ます,これまでのところで紹介した識者の見解を参

考にして,主な少年事件について事例研究し,社会,

家庭(親子関係,夫婦関係など),学校,司法,等の

あり方について研究を重ねることが重要であるが,特

に,以下の点について検討を深め,非行少年への効果

的なかかわりの研究と社会的なネットワークづくりの

実践が必要であると思われる。

①少年を犯罪に走らせないためのネットワークをつ

くること。子育て支援からはじまり,学校内での指

導のあり方,児童相談所や警察など関係機関との連

携のあり方等を探り,早期発見による早期ケアーの

ネットワークを確立すること。

②最近の少年犯罪と関連の深いインターネットなど

に関して,モラルなどを習得させるプログラムの開

発をすること。(なお,この問題は,今回はふれる

ことができなかったが,出会い系サイトなどの援助

交際にからむ少年事件とも関連している)

③思春期の少年犯罪と関連の深い性の問題に関して,

効果的な性教育のあり方や性に関して悩みを持つ少

年へのケアーのあり方について研究すること。

④非行少年に対する矯正教育のあり方について研究し

ー

その成果を教員研修に生かして,教師がこれらの少

年をヶアー出来る実践力を高めると同時に,問題徴

候を早期に発見できる力量を高めること。

4。「怨み」を聞く回路づくりの重要性

さて,少年たちに犯罪をおこさせないために,教師

に求められる実践力を要約すると,①いじめを早期に

見抜き,適切な対応が出来る力,②思春期の少年の羞

恥心や未熟な自尊心に配慮した声かけ(言葉かけ)が

できる力,③少年がテストや試合などで挫折した時に

歪んだ自己愛や自尊心におちいらないように適切にケ

アーができる力,④危険を予兆している「日記」「作

文」「絵」や動物虐待などに素早く気づく力,⑤過剰

同調社会から生み出される「校則」等を吟味し,「真

正の政治教育」を実践できる力,等があげられる。

それ故,教師は,これらの実践力を身につけるため

に,研修を受けたり,日頃の実践に対してスーパービ

ジョンを受けたりして,実践力をつけていくことが必

要であると思われるが,その中でも,もっとも力をつ

けなければならないのは,「怨み」を聞きとれる力で

ある。

この点について,河合(2003)は,これらの少年犯

罪に関してます考えるべき事として,「現在社会に対

する怨みと攻撃性の強さ,そして,歪曲性」を指摘し

「その怨みや復讐の念は,ある特定の個人に向けられ

たものではなく,社会全般に対十るものである」「何

も努力しないで『有名』になる安易な方法は,悪いこ

とをして新聞に載ることである。マスコミが騒ぐほど

その人は喜ぶわけである」「犯罪はその社会の影の部

分であり,それによって,影の側から見た社会の姿を

露呈する働きを持っている」等と分析し,「このよう

な恐ろしい犯罪を生み出した社会に生きるわれわれは

不運や不幸が重なり合った人の声が,正当な道筋を通っ

て一般の人に達するような機構をちゃんと持っている

かについて反省する必要がある。競争競争で,ただ強

い者が勝つというだけの社会は,まったく思いがけな

い歪んだ形で反作用を受けてしまう」と考察している。

それ故,教師は,「学校」という社会の中において,

「怨み」を聞く回路づくりを日頃の教育実践の中にお

いても心がけることが大切であると思われる。また,

「怨み」を聞く回路づくりの訓練を受けてきているス

クールカウンセラー(臨床心理士)と積極的に連携を

とって,心に深い傷をもって非行や犯罪へと駆り立て

られてしまう児童・生徒への教育にあたることが望ま

れる。

5。『舞台』としての学校のあり方
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学校が選ばれるのではなくて,学校がこれらの少年た

ちにとって楽しい『舞台』として存在するために,教

師は何を心がければよいかについて考えてみたい。

山口(1988)は,「遊びのいちばん大切なところは

遊んでいるうちに人間はふと気がおかしくなって,今

まで考えなかったことをすることです。それは新しい

可能性があるということです」と指摘し,「私か中学

校の先生をやっているときから今まで,『大学の先生

に比べて中学校の先生は,程度の低い子供を相手にし

ている』という見方がどうも一般的です。ところが,

事情はすいぶんちがってきているのではないでしょう

か。むしろ今日,子供と接する時間の多い人間は,可

能性をよけい持つことになる。『森林浴』といった言

葉のように『子供浴』みたいなことを経験していると

ころがある。だから,子供と接している時間の多い人

は,人間の新しい可能性を探る先兵になる」と問題提

起し,「私は,そういう子供を包み込む空間である学

校は,劇場であるべきだと思っています。しかし,今

の学校は劇場とはとうていいえません。私のいう意味

は,人と人とのぶっかり合い,異質の物のぶつかり合

いのあるところを劇場と呼びます」「芭蕉にならって

いえば,これまでの学校は『不易』の部分が強調され

過ぎていた。『流行』の部分をいかに取り入れるか,

『逸脱』をどう取り込んでいくかが,これからの学校

の非常に大きな問題でもある」「子供にいろいろなこ

とを伝える一方,逆に子供から何かを吸収することに

よって,新しいタイプの人間になっていく可能性が十

分に考えられる」等と考察している。

一方,河合(2003)は,『いじめ根絶論』を省み,

「いじめをなくする一番よい方法は,『いじめ』のこと

にせっかちに対処するのではなく,こどもたちに伸び

伸びとした楽しい生活を準備することである。なんと

かしていじめをなくそうとか,見っけだそうと頑張る

のではなく,子どもたちがリラックスできる状態をつ

くりだしていく,親や教育者の温かい姿勢が大切なの

である」「子どもたちが『やり切れない』,『むかつく』

状況をつくっておき,まるで,いじめをせざるを得な

いような状況に追い込んでおきながら,いくら『いじ

めの根絶』を叫んでも無理というものである」「いじ

めを無くすることは大切なことである。 しかしそれを

無くそうと肩に力を入れるのではなく,むしろ肩の力

を抜いて,『いったい自分は,こどもたちが自由に楽

しく生きていくために,どれはどのことをしているだ

ろう』とか,『子どもたちと一緒に楽しい時間をどれ

ほど過ごしているだろう』とかいうようなことを,そ

れぞれの大人が考え直してみる必要があるのではなか

ろうか」等と述べている。

これらの考えを考慮しながら,教師たちが日々の教

育を実践されることを期待したい。
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